






































































線療法のプロトコールは 1 回線量中央値 8Gy，総線量中央


























































p16, p15, p14 に着目した。
犬のリンパ腫は発生頻度の高い腫瘍のひとつであり，造











p16, p15, p14 遺伝子は細胞周期制御に関与する癌抑制遺
伝子として広く知られている。これら p16, p15, p14 遺伝
子のジェネティックおよびエピジェネティックな異常によ
る不活化がヒトリンパ系腫瘍において頻繁に認められてい






犬リンパ系腫瘍における p16, p15, p14 遺伝子の不活化機
構とその予後への影響を明らかにすることを目的とした。
まず p15, p14 遺伝子と配列が類似している p16 遺伝子
の配列同定を行い，犬リンパ系腫瘍において p16, p15, p14
遺伝子の欠失を示唆するゲノム異常による不活化を検出し
た7,8）。続いて犬リンパ系腫瘍において p16 遺伝子の CpG 
island のメチル化による不活化を検出した9-11）。これらを





系腫瘍における p16 遺伝子のヒストン H3 アセチル化によ
る不活化を検出した14）。
別のエピジェネティック現象として，血清中の循環
microRNA に着目した。microRNA とは 21-25 塩基長の

















3 症例ずつにおいて 227 種の microRNA から網羅的解析
を用いて発現変動の可能性がある 5 種の遺伝子を抽出し

























































値は 8.4 歳，12 歳とリンパ腫は若い傾向にあった。非リン
パ腫では純血種が多い傾向にあった（42％）。低分割放射
線療法のプロトコールは 1 回線量中央値 8Gy，総線量中央
値 32Gy，週 1 回照射であった。臨床徴候は 83 ～ 90％の



































形成症に対して LD-RT を実施し，これまで 15 症例以上
においてその効果を検討している24）。そのうち 3 症例にお
いて長期に追跡ができた25）。3 症例の追跡期間は照射後 59
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